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マダガスカルで産出し 

たクンツアイトの結晶。 

結晶を火にかざす 

と赤色の炎色反応 

を示す。 

素焼きの陶板にこ 

すりつけると白色 

の条痕が残る。 
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クンツアイト・ 

透明度の高いピンク色や紫色 

をしたリシア輝石の宝石名を 

「クンツァイト」という。 

長石、石英、白雲 

母、電気石などと 

共生する。 

男開は完全で、ノ、 

ンマーでたたくと 

不規則な断口があ 

らわれる。 



、誓’E、戸 
い，’一‘J, 

ミ喜嘱，‘’をジ，そ，曹暴βミり‘縄・ 

鷺-i_, -=-.舞薄I￥欝 
ケイ酸塩鉱物 

・Jlm：奮り】鍛場り葦I」と編二ーニシ雇郵麟る．一i 

リシア輝石の宝石名 

「クンツアイト」 とは、アメリカの宝石学者ジョージ・F・クン 

ツ（1856'- 1932年）にちなんで名づけられた若称で、透萌で 

ピンク色や紫色をしたリシア輝石の宝石名として用いられる。ブ 

ラジルの奥地で発見された大きく質の良い結晶のひとつには880 

カラットのものがあり、アメリカのスミソニアン博物館に展示さ 

れている。また、アメリカのカ)フォルニア州パラでは、約2.2 

キロの母岩についたクンツアイトが発見され、ハーバード大学の 

鉱物コレクションに加わっている。結晶の色合いは、包着物とし 

て含むマンガンによるもので、マンガンの含有量が多くなるほど 

色が濃くなるのが特徴。しかし、多量にマンガンを含むものは色 

が濃くなり過ぎて不透明になるため、宝石としての価値は低い。 

なお、日本では現在のところ、クンツアイトに分類されるような 

色のリシア輝石は見つかっていない。 
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色の変化 

クンツアイトは、炎の中に入れると赤色の炎琶反器を示す。ま 

た、紫外線ランプのもとに置かれると黄色やオレンジ色に見える 

ものが存在。100----250でで熱すると本来の色より明るい色に 

変化する場合があり、放射線を魚射すると緑色に変化する。しか 

し、いずれの場合も、時間が経つと元の色に戻ってしまう。 
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▲正長石にともなって産出したクンツァイトの柱状結晶。アフガニスタン産。 
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アメリ力些 
力リフォルニア州、 

コネチカット州、 

メイン州などで産 

する。 

トドロップ・カットの 

クンツァイト。 

ロどー 

▲力ッティングが施されたクン 

ツアイト。ブラジル産。 


